
全
課
な
ら
す
、
比
較
的
重
要
な
ら
ざ
る
部
分
郵
入
に
興
味
鞭
き
部

分
は
こ
れ
を
省
略
し
、
叉
間
々
硬
論
・
こ
認
め
ら
る
転
衡
所
少
な
か

ら
ざ
れ
さ
も
、
達
意
を
震
ε
せ
る
文
膿
は
よ
く
原
著
の
五
趣
を
憾

へ
て
些
の
弛
憾
な
き
も
の
S
思
は
る
。
由
來
泰
西
祖
道
が
佛
蘭
西

革
命
以
前
の
両
膝
史
に
於
い
て
見
事
に
成
功
せ
ろ
如
き
、
秩
序
整

然
た
る
統
合
的
編
述
を
以
て
、
十
九
世
紀
以
降
の
最
近
世
史
を
取

扱
は
ん
ε
す
る
は
至
難
の
事
に
属
す
。
ま
し
て
や
近
時
史
界
の
趨

勢
た
る
丈
化
史
的
態
度
を
以
て
、
生
活
諸
相
の
統
一
的
把
握
を
試

み
時
代
の
叫
般
精
騨
や
主
潮
傾
向
を
詮
か
ん
ミ
す
る
は
、
定
に
其

困
難
測
り
知
る
べ
が
ら
ざ
る
も
の
あ
る
な
り
。
本
書
は
こ
の
難
事

を
遽
志
し
學
界
の
鋏
絡
を
補
へ
る
感
作
ミ
し
て
推
奨
す
る
に
は
聯

か
躍
醸
す
べ
き
も
の
な
れ
普
も
、
兎
に
角
類
書
中
の
臼
眉
－
こ
し
て

將
た
最
新
の
編
述
β
し
て
、
「
般
談
書
子
の
繕
護
を
薦
む
る
や
切
な

り
。
〔
植
村
〕

　
　
　
⑭
疏
球
伊
波
目
ハ
塚
瀦
賦
掘
報
告
　
　
　
大
由
，
粕
著

　
大
正
九
年
四
月
琉
球
地
方
進
行
の
際
同
地
中
頭
郡
美
里
村
伊
波

の
貝
塚
の
恥
部
を
襲
掘
調
査
し
て
良
好
な
る
結
果
を
潜
め
た
る
大

田
公
爵
が
こ
れ
に
關
す
る
一
切
の
図
録
ミ
研
究
の
結
果
㌔
こ
を
網
羅

・
第
入
巷
　
　
紹

介

し
て
學
界
に
提
供
せ
る
も
の
を
本
編
ε
な
す
。

母
斑
は
先
づ
海
獣
の
動
機
よ
り
は
じ
ま
り
、
次
に
慧
跡
の
地
形
－
こ

其
の
鼻
歌
、
嚢
掘
の
経
過
、
貝
燈
の
欺
寿
ぐ
」
慧
物
の
關
係
の
諸
項

に
亙
り
、
四
枚
σ
實
測
繍
を
絹
ひ
て
精
細
に
録
す
る
庭
あ
り
、
第

五
鼠
輩
物
の
研
究
に
於
い
て
は
、
こ
れ
を
土
器
、
石
器
及
び
石
類

骨
導
器
、
貝
器
等
に
分
ち
て
一
々
に
就
い
て
の
客
観
的
の
記
載
噂
こ

共
に
著
者
猫
自
の
研
究
を
録
し
、
伸
出
の
翻
転
、
魚
骨
等
に
就
い

て
は
石
蛸
、
岸
上
爾
博
士
、
員
殻
に
黙
し
て
は
岩
川
敏
授
の
調
査

成
蹟
を
紹
介
し
て
す
べ
て
に
遺
漏
な
か
ら
ん
事
を
期
せ
り
。
此
の

遣
物
の
研
究
は
蓋
し
本
編
の
骨
子
た
る
も
の
に
し
て
、
発
冊
の
七

分
を
こ
れ
に
割
き
、
特
に
土
器
に
就
い
て
は
「
咋
年
の
考
吉
界
」
に

て
紹
介
す
る
塵
あ
り
し
著
者
の
新
考
案
に
な
る
紋
襟
論
を
以
て
、

其
の
性
質
の
推
究
を
試
み
、
我
が
有
史
以
前
の
各
種
の
土
器
中
に

て
占
む
る
塵
の
位
置
を
決
定
す
る
に
つ
ε
め
た
る
は
注
意
に
値
す

溺
に
巻
末
に
猫
弓
丈
に
て
硬
概
を
録
し
、
ま
九
同
地
天
願
貝
塚
其

他
に
　
上
す
る
附
録
あ
り
。

　
著
者
の
記
蓮
に
依
る
に
本
貝
塚
は
其
の
性
質
に
於
い
て
鰻
に
東

京
犬
學
の
松
村
瞭
氏
の
調
査
嚢
表
せ
る
同
島
萩
堂
貝
塚
に
極
め
て

近
似
せ
る
こ
、
こ
明
な
り
。
こ
れ
は
琉
球
の
史
前
研
究
上
興
味
多
き

麓
ザ
　
一
　
號
　
　
　
一
点
ハ
三
　

（
一
六
三
）



　
　
第
二
巻
　
　
癩
　
　
　
即

事
實
に
し
て
、
今
や
内
地
の
史
前
競
跡
の
研
究
が
室
前
の
盛
況
を

塁
す
る
の
時
に
當
り
、
關
係
淺
か
ら
ざ
る
罰
地
の
泄
蹄
の
精
密
な

る
記
録
の
相
次
ぎ
て
公
刊
せ
ら
れ
た
る
は
學
界
の
幸
慶
ミ
云
ふ

可
し
。

　
本
書
四
六
倍
版
、
轍
叉
五
十
枚
、
際
版
巻
首
五
枚
、
巻
末
こ
頁

大
の
圃
二
十
二
枚
，
附
録
十
撒
頁
に
て
、
金
蔓
石
版
刷
り
よ
り
成

り
、
囲
版
の
如
き
は
一
見
彼
の
モ
ー
ル
ス
氏
ω
大
森
叢
叢
編
を
思

ひ
浮
ば
し
む
る
ク
ラ
シ
カ
ル
の
も
の
な
り
。
こ
れ
を
本
図
の
極
め

て
新
し
き
科
學
的
の
見
解
を
示
せ
る
ミ
封
照
せ
ば
興
趣
を
箆
ゆ
。
．

（
非
費
晶
、
大
山
氏
印
行
）

　
　
　
麟
三
一
徳
に
於
け
る
彌
生
式
土
器
並
に

　
　
　
　
石
器
三
見
の
遽
蹟
調
査

　
三
重
縣
名
勝
野
島
天
然
記
念
物
調
査
報
告
の
第
三
冊
ミ
し
て
印

行
せ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
、
調
査
委
員
、
三
下
縣
津
師
範
學
校
の

鈴
木
敏
雄
露
の
稿
す
る
麗
な
り
。
初
に
総
論
ε
し
て
岡
縣
下
に
於

け
る
有
史
以
前
の
愚
跡
の
分
布
及
び
縫
物
の
特
色
に
回
す
る
記
載

浄
試
み
、
次
に
各
癒
跡
實
査
ε
題
し
て
桑
名
郡
の
諸
遺
跡
中
、
特

に
大
山
田
村
新
田
ミ
桑
名
酊
大
字
懐
…
馬
跡
ミ
に
あ
る
二
燗
の
彌
…
生

　
　
　
　
　
　
　
納
聯
　
｝
　
號
　
　
　
｝
｛
ハ
四
　
　
（
一
六
四
）

式
系
の
割
塚
に
開
す
る
詳
密
な
る
調
査
を
以
て
せ
り
。
蒲
し
て
一

一
に
著
者
の
考
慮
を
附
す
。

辱
ま
其
の
記
蓮
を
通
観
す
る
に
遺
蹟
遺
物
を
記
す
る
虎
…
、
客
…
観
的

態
度
を
以
て
正
確
な
る
事
實
を
學
界
に
提
供
せ
ん
ε
つ
ε
め
し
著

一
幕
苦
心
の
痕
を
動
膿
む
べ
く
、
鱒
榊
中
立
一
へ
げ
田
土
器
羅
の
口
部
“
僧
以
て

誤
り
て
器
肇
ミ
せ
る
が
館
き
（
二
九
頁
）
、
ま
た
二
型
を
以
て
古
代

文
字
ε
解
す
る
な
，
ご
（
三
一
頁
）
二
三
の
議
す
べ
き
鮎
な
き
に
あ
ら

ざ
る
も
、
記
述
概
し
て
穏
當
、
以
て
同
雨
下
の
史
前
の
歌
態
を
見

る
べ
き
好
丈
字
Σ
云
ふ
を
得
。
但
し
薯
者
が
其
の
総
説
の
考
説
に

於
い
て
、
煽
方
地
名
の
考
謹
よ
り
同
湯
巻
に
古
く
ア
イ
ヌ
族
の
分

布
せ
り
ε
の
確
信
を
以
て
、
從
來
調
査
さ
れ
し
潅
跡
の
す
べ
て
彌

生
式
土
器
の
系
統
に
属
も
、
他
の
史
前
の
土
器
の
嚢
見
せ
ら
れ
ざ

る
に
封
比
し
て
彌
生
式
土
器
師
ち
ア
イ
ヌ
の
遣
せ
る
も
の
な
り
一
こ

せ
る
新
論
に
至
り
で
は
薄
く
全
國
に
亙
れ
る
考
古
學
上
の
示
せ
る

事
實
よ
り
し
て
學
界
の
認
容
を
得
る
こ
ミ
難
か
る
べ
く
、
ま
鴨
こ

れ
を
考
古
學
の
研
究
方
法
上
よ
の
す
る
も
當
を
得
た
る
も
の
ε
儒

す
る
能
は
ざ
る
な
の
。
木
書
、
菊
判
假
綴
、
本
文
四
十
八
頁
、
鐵

　
　
　
　
の

版
、
石
版
等
の
附
田
＋
七
枚
を
添
ふ
。
（
非
望
品
、
三
重
三
援
行
）

艦



　
　
　
劔
鳥
取
縣
下
に
於
け
る
有
史
以
前
の
遺
跡

　
大
正
＋
年
度
よ
の
調
査
の
事
業
を
開
始
せ
る
鳥
取
縣
の
史
蹟
勝

地
調
査
報
告
書
の
第
一
冊
に
し
て
、
三
跡
の
最
初
に
回
る
べ
き
有

史
以
前
の
そ
れ
に
回
す
る
綜
括
的
記
述
な
り
。
本
編
は
調
査
委
員

た
る
京
都
帝
國
大
回
文
墨
部
考
古
學
教
室
の
梅
原
末
治
氏
が
、
足

立
、
木
山
、
太
凹
三
委
員
の
蒐
集
せ
る
資
料
を
緯
ミ
し
、
自
己
の

調
査
を
経
、
こ
し
て
縣
下
の
圭
要
な
る
遺
跡
に
直
す
る
正
確
な
る
記

蓮
を
學
界
に
提
供
す
る
．
こ
共
に
，
廣
く
覗
時
の
我
が
史
前
遣
跡
研

究
の
成
果
に
射
校
し
て
、
其
の
占
む
る
位
置
Σ
性
貿
－
こ
を
論
ぜ
る

も
の
、
初
に
委
員
の
調
査
に
依
り
て
知
ら
れ
た
る
因
伯
こ
國
に
於

け
る
魁
跡
及
び
遺
物
の
襲
見
地
鮎
を
黎
け
，
次
に
そ
れ
等
が
蓮
跡

、
こ
し
て
の
特
質
を
考
査
し
て
、
該
地
方
に
多
き
砂
丘
上
の
蓮
跡
の

性
質
Σ
貝
塚
の
存
す
る
な
き
の
閃
由
ミ
に
論
及
し
て
、
以
下
六
章

に
亙
り
て
、
降
監
ミ
共
に
銅
及
鐵
製
の
小
形
鍛
を
出
す
因
幡
濱
擦

者
湖
山
の
こ
二
君
を
は
じ
め
同
國
青
島
、
堅
磐
祉
村
、
門
下
の
魁
跡

を
代
表
す
る
の
観
あ
る
伯
誉
逢
坂
附
近
、
同
高
麗
山
麓
鳳
帯
の
二

遺
跡
に
就
い
て
、
其
、
の
一
々
の
地
形
、
遣
物
嚢
見
の
歌
態
S
出
土

選
品
に
亙
り
、
二
、
十
齢
枚
の
畷
版
ε
十
撒
個
の
挿
圖
噛
こ
を
用
ひ
て

　
　
　
第
胴
巻
　
　
紹
　
　
　
介

精
細
な
る
記
述
を
試
み
、
軍
に
慧
跡
の
み
な
ら
す
出
土
慧
物
の
性

質
を
明
に
せ
る
後
、
其
の
内
よ
り
特
徴
あ
る
彌
生
式
土
器
、
扶
入

石
斧
，
石
庖
丁
、
石
創
、
石
棒
、
三
三
耳
飾
、
子
持
勾
玉
の
類
を

抽
出
し
回
り
て
，
｝
々
の
遺
物
に
就
い
て
作
製
せ
る
集
成
圖
，
こ
封

照
し
て
是
等
の
性
質
を
論
じ
、
こ
れ
を
綜
括
し
て
三
三
の
遣
物
の

示
す
塵
、
其
の
甦
跡
が
大
弓
に
於
い
て
彌
生
式
系
統
に
蝸
せ
る
も

の
な
る
を
示
せ
る
も
な
ほ
縄
紋
土
器
系
の
痕
蓮
の
存
准
ず
る
を
注

意
せ
り
。
第
十
章
の
考
説
は
近
時
斯
界
の
進
蓮
の
遭
せ
る
業
蹟
に

基
き
て
、
三
下
強
跡
の
實
年
代
の
推
定
を
試
み
、
其
の
彌
生
式
慧

跡
は
南
鮮
の
史
葭
癒
跡
S
密
接
な
る
關
係
を
有
し
て
、
日
本
人
の

大
本
を
な
す
民
衆
が
鳥
威
大
陸
よ
り
韓
宝
島
を
経
て
旧
く
内
地
に

移
住
せ
る
際
ω
一
の
移
動
の
熟
路
に
量
れ
る
を
想
定
せ
し
む
る
も

の
な
り
く
と
訳
へ
り
。

　
以
上
は
本
編
の
梗
概
な
る
が
、
本
文
四
六
倍
判
百
頁
の
中
に
は

随
所
に
薯
者
の
史
前
遺
物
に
擬
す
る
見
解
を
示
せ
る
山
の
り
、
例
へ

ば
瀬
物
の
章
申
映
駄
耳
飾
を
論
じ
て
、
古
式
の
古
墳
よ
り
金
銀
の

患
土
な
き
事
實
よ
り
奨
の
形
式
系
統
に
嗣
す
る
疑
問
を
提
出
せ
る

が
撫
き
、
ま
た
子
持
勾
玉
を
以
て
金
石
併
用
時
代
の
も
の
ミ
し
て
、

振
の
ブ
ミ
ユ
レ
ツ
こ
、
解
せ
る
な
、
ご
は
、
計
量
の
年
代
に
關
す

　
　
　
　
　
　
　
姐
謝
　
一
　
號
　
　
　
一
山
ひ
血
　
　
（
一
山
ハ
五
）



　
　
第
三
巻
　
　
紹
　
　
　
漏

る
見
解
㌦
こ
共
に
學
界
に
一
説
を
提
起
せ
る
も
の
、
こ
し
て
渋
意
を
惹

く
ぺ
け
む
。
因
に
本
塗
は
非
費
品
な
る
も
特
鯛
の
希
望
者
は
實
餐

五
圓
を
以
て
同
縣
裏
寺
係
よ
り
頒
布
せ
ら
る
べ
し
ミ
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
縣
上
行
）

　
　
　
劔
富
山
縣
皮
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
會

　
　
　
　
報
告
　
（
第
三
魏
）

　
大
正
十
年
三
月
以
降
時
々
即
行
し
來
れ
る
錦
嚢
雅
誌
艘
の
冊
子

に
し
て
、
其
の
第
三
號
た
る
本
冊
は
口
絵
爲
藪
版
三
枚
、
本
文
三

十
六
百
ハ
よ
・
り
成
り
、
載
す
る
虚
｝
鳶
口
貝
大
村
正
之
氏
の
氷
見
郡
…
大
培
調

洞
窟
住
居
阯
、
同
御
族
屋
太
作
氏
の
庄
川
豪
葦
紺
苔
、
同
九
黒
愛

雄
氏
の
下
新
川
郡
境
關
所
阯
及
び
下
新
川
郡
愛
本
橋
な
る
四
編
の

報
告
な
り
。
是
等
の
船
瀬
は
記
述
何
れ
も
喪
章
に
し
て
、
大
村
氏

の
氷
見
大
境
洞
窟
の
報
告
の
如
き
も
、
此
の
有
名
な
る
澁
跡
に
付

す
る
小
金
井
、
佐
藤
、
柴
田
、
松
村
諸
氏
の
饗
表
せ
る
研
究
を
李

易
に
書
き
改
め
た
る
も
の
、
從
っ
て
一
樹
地
方
人
士
に
墜
蹟
其
他

の
概
念
を
奥
ふ
る
目
的
よ
り
せ
ば
適
當
の
冊
子
な
ら
む
。
但
し
縣

の
調
査
報
告
ミ
し
て
こ
れ
を
見
る
時
は
記
事
稻
麺
俗
に
過
ぎ
、
氷

見
の
如
き
特
殊
の
蓮
跡
に
就
い
て
一
葉
の
實
測
繍
す
ら
な
き
は
い

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
句
　
　
　
一
山
ハ
山
ハ
　
（
晶
山
ハ
山
ハ
）

さ
エ
か
物
足
ら
ざ
る
の
感
な
き
に
あ
ら
す
。
第
四
風
評
下
印
行
の

際
に
委
員
の
一
顧
を
整
む
。
（
非
賀
品
、
縣
蜷
嚢
行
）

　
　
　
鹸
滋
賀
縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

　
　
　
　
調
査
報
告
概
要

　
滋
賀
縣
撮
勝
會
が
風
光
朋
眉
、
史
蹟
に
富
め
る
縣
下
の
名
勝
、

斑
蹟
、
天
然
記
念
物
調
査
保
存
の
目
的
を
以
て
創
設
せ
ら
れ
た
る

一人

D
海
田
牛
山
ハ
日
〃
以
隆
げ
、
磁
凹
十
一
年
∴
九
n
月
に
曇
上
る
一
ニ
ケ
年
㎝
間
に
於
い
覧

て
、
委
員
諸
氏
が
其
、
等
に
卜
す
る
調
査
の
結
果
に
依
る
報
告
の
概

要
を
録
せ
る
も
の
な
り
。
菊
判
本
文
戯
話
＋
八
頁
の
冊
子
に
て
、

載
す
る
鮭
、
古
墳
、
宮
蛙
、
寺
趾
、
墳
墓
、
城
鮭
、
石
佛
等
史
蹟

に
關
す
る
も
の
百
三
十
五
ケ
所
、
名
勝
十
三
ク
所
、
天
然
記
念
物

合
＋
五
件
あ
り
、
記
載
全
縣
下
に
亙
り
て
、
各
項
の
主
要
な
る
も

の
を
網
羅
し
、
解
説
は
簡
箪
な
が
ら
要
を
得
て
、
近
江
唱
國
の
史

蹟
各
勝
天
然
記
念
物
の
一
班
を
髪
煙
し
得
る
に
庶
幾
し
。
た
寮
し

一
々
の
細
爵
に
就
い
て
見
る
時
は
比
較
的
償
値
少
き
慰
蹟
の
録
せ

ら
れ
、
唄
屠
重
要
な
る
も
の
蕊
脱
せ
る
例
あ
る
が
如
く
、
吾
入
の

氣
附
け
る
も
の
に
、
滋
賀
郡
和
漣
村
芝
塚
山
の
宏
肚
な
る
荊
方
後

喜
墳
の
項
目
な
く
、
ま
た
栗
太
郡
瀬
鑓
村
南
大
効
の
新
作
大
鏡
の



銘
あ
ろ
漢
雲
鏡
を
出
せ
る
古
墳
の
見
當
ら
ざ
る
如
き
は
僅
に
そ
の

＝
一
例
に
し
て
、
ま
た
鞍
下
の
各
地
例
へ
ば
滋
賀
野
南
滋
賀
村
、

東
町
弾
郡
朝
日
村
等
に
あ
る
有
史
以
蘭
の
遺
蹟
に
關
す
る
項
目
の

鋏
如
も
著
し
き
一
に
撒
ふ
べ
き
な
ら
む
か
。
是
等
は
今
後
委
員
諸

氏
の
調
査
を
望
む
「
こ
共
に
、
更
に
上
に
墾
げ
ら
れ
し
諸
項
に
就
い

て
も
概
要
以
外
に
各
の
詳
細
な
る
調
査
報
告
の
引
績
い
て
公
に
せ

ら
れ
ん
事
を
期
待
す
る
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
罪
三
品
、
滋
賀
縣
保
勝
會
嚢
行
）

　
　
　
醗
博
物
館
陳
列
品
圖
竪
　
（
第
三
暫

　
朝
鮮
穂
督
府
博
物
館
所
牧
の
優
秀
品
を
蒐
め
た
る
圖
録
に
し
て

艦
裁
の
菊
二
倍
版
な
る
こ
一
こ
既
刊
の
二
偲
に
同
じ
く
、
牧
む
る
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

孕
甲
南
道
大
同
江
面
の
樂
浪
古
墳
藤
見
の
樽
山
勘
、
窟
、
憩
流
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

支
那
喀
幽
和
卓
嚢
児
の
騎
馬
土
偶
、
商
鮮
梁
出
出
土
の
金
銅
鶏
冠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

扶
芸
無
山
里
の
傳
百
濟
王
陵
0
3
男
優
慕
窮
尉
、
羅
州
活
南
面
量
見

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
甕
棺
、
李
灘
北
道
雲
山
出
土
の
高
句
麗
時
代
の
鐵
製
規
焼
、
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

参
学
東
塔
、
新
羅
時
代
の
彌
勤
石
像
、
高
麗
創
業
ω
鐵
鱗
輝
迦
座

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

像
及
び
開
泰
寺
の
鐵
釜
の
十
二
葉
に
し
て
、
霜
葉
に
和
英
爾
丈
の

簡
…
潔
な
る
解
設
を
附
す
。
印
刷
は
大
部
分
破
璃
版
な
る
も
、
騎
馬

　
　
　
第
入
巷
　
　
紹
　
　
介

土
偶
ミ
扶
蝕
の
壁
講
ε
は
原
色
の
而
影
を
傳
へ
ん
が
爲
に
三
色
版

を
以
て
せ
り
。
是
等
の
資
料
は
大
部
分
「
朝
鮮
古
蹟
臓
譜
」
編
纂
以

後
の
嚢
見
に
係
れ
る
を
蹴
て
、
近
畔
に
於
け
ろ
牟
島
古
蹟
調
査
の

業
績
の
著
し
き
を
示
す
も
の
な
る
一
こ
共
に
、
ま
尤
前
者
ミ
併
せ
見

て
其
の
飛
騨
の
研
究
の
上
に
資
す
る
虚
多
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
儂
不
詳
，
線
督
手
簿
物
館
糞
行
）

　
　
　
囎
古
　
琵
　
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
白
揚
編

　
京
都
の
好
事
家
小
川
白
楊
君
が
三
十
年
來
嗜
味
を
以
て
蒐
集
せ

し
各
地
の
古
瓦
中
、
約
百
個
を
幾
び
て
、
こ
れ
を
原
寸
の
大
さ
に

撮
影
し
破
璃
版
に
附
し
て
知
友
に
頒
て
る
も
の
を
此
の
古
瓦
譜
ミ

な
す
。
牧
む
る
慮
飛
島
期
に
属
薫
る
法
隆
寺
、
飛
鳥
寺
等
の
強
品

よ
り
奈
良
、
李
安
、
鎌
倉
の
冬
時
代
を
通
じ
下
は
桃
山
期
に
及
び

花
瓦
、
静
黙
、
鬼
板
等
の
各
種
類
に
亙
れ
り
。
興
れ
、
こ
も
中
に
て

李
安
朝
期
特
に
其
の
大
内
裏
、
こ
六
勝
寺
ご
の
古
瓦
は
最
も
豊
寓
に

し
て
且
つ
優
秀
な
る
遺
晶
あ
り
、
從
來
の
古
瓦
岡
録
の
奈
良
朝
及

び
其
の
以
繭
を
主
S
せ
る
に
比
し
て
一
特
色
を
示
せ
り
。
本
書
和

紙
刷
、
絹
表
装
鉄
入
の
大
本
に
し
て
、
初
に
内
藤
博
士
の
題
字
ミ

天
沼
博
士
の
序
文
ミ
を
添
ふ
。
し
か
し
て
粟
野
は
特
に
意
を
用

　
　
　
　
　
　
　
位
剛
　
一
　
號
　
　
　
一
山
ハ
七
　
　
（
一
山
ハ
七
）



　
　
第
八
巻
　
藥
　
　
報

ひ
た
る
慮
に
し
て
其
の
大
内
裏
の
碧
瓦
の
如
き
は
碧
色
に
刷
り
な

し
て
原
品
を
髪
減
す
る
に
近
き
も
の
あ
り
、
最
乱
欣
ぶ
可
し
ミ
な

す
。
（
非
運
晶
、
小
川
氏
印
行
）
〔
以
上
梅
原
〕

桑

報

　
　
　
爾
史
學
科
學
生
見
學
族
行

　
十
一
弱
四
，
五
爾
日
を
期
し
て
喜
田
教
授
指
導
の
下
に
大
和
飛

鳥
地
方
に
見
知
族
行
を
行
ふ
。
参
加
者
は
助
手
豊
生
十
五
名
な

）
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
四
日
正
午
京
都
騨
を
護
し
、
奈
良
に
下
車
し
て
約
一
時
聞
自
由

行
動
を
取
る
。
数
名
の
者
は
博
物
舘
に
到
り
折
踊
展
寛
の
諸
曼
銀

光
を
唱
鈍
し
，
再
び
爽
訂
し
て
眞
屋
造
の
の
村
落
古
墳
所
々
に
散

在
す
る
大
和
菖
蒲
の
東
端
を
南
蔵
し
、
大
和
轟
肚
崇
神
天
皇
陵
三

輪
瀞
減
等
を
車
窓
よ
り
拝
し
、
飛
鳥
三
由
に
迎
へ
ら
れ
て
櫻
井
課

に
下
車
す
。
か
く
て
阿
倍
文
殊
に
到
り
、
丸
塚
三
聖
を
見
る
。
蝋

っ
は
屋
根
形
石
棺
を
存
し
、
他
の
二
つ
は
石
窒
の
み
な
れ
さ
も
、

其
大
な
る
物
は
羨
貼
追
約
二
丈
五
尺
、
立
｛
至
一
オ
ハ
六
篇
八
あ
り
、
切
石

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
盤
　
　
　
噌
山
倉
入
　
　
（
噌
山
ハ
八
）

を
以
て
築
け
る
詣
る
精
巧
な
る
も
の
な
の
。
附
近
の
丈
殊
院
及
灘

由
脚
祉
に
面
す
↓
同
轍
は
特
別
保
護
建
造
物
な
れ
，
こ
も
、
歴
鷹
大

破
に
及
ぶ
。
こ
れ
よ
り
由
絹
大
寺
の
金
堂
及
塔
の
礎
石
、
久
米
寺

鬼
院
の
塔
の
礎
石
を
検
し
、
十
六
夜
の
月
に
照
さ
れ
，
萬
葉
の
霧

を
偲
び
つ
Σ
飛
鳥
三
一
を
辿
り
、
午
後
六
時
牟
頃
濁
、
藥
崖
族
鯨

に
投
ず
。

　
翌
五
日
、
午
前
七
時
牟
頃
族
館
を
僻
し
、
島
庄
の
大
古
墳
石
舞

盗
に
上
O
下
っ
て
玄
室
に
入
る
。
室
の
長
さ
二
丈
五
尺
福
一
丈
な

り
。
石
の
大
な
る
事
實
に
入
目
を
驚
う
か
す
。
岡
寺
に
到
的
、
塑

造
の
如
意
輸
観
音
を
嘱
し
、
賓
物
を
舞
観
し
、
開
山
義
淵
椴
正
の

墓
に
詣
で
、
飛
鳥
李
療
を
望
む
。
下
っ
て
奇
石
酒
槽
を
見
、
飛
島

紳
肚
、
飛
鳥
大
佛
を
舞
し
、
右
に
雷
圏
、
左
に
甘
持
岡
を
眺
め
、

飛
鳥
川
に
沿
ひ
て
下
る
事
数
町
、
推
古
帝
豊
諏
宮
趾
に
到
り
、
向

原
寺
に
昂
じ
、
四
更
に
川
原
寺
趾
に
到
り
、
弘
輻
寺
の
璃
璃
の
礎
石

及
塔
趾
を
見
、
橘
寺
に
到
り
二
面
石
器
大
塔
礎
石
を
一
箆
す
。
田

を
論
じ
て
菖
蒲
池
古
墳
に
到
る
。
鞘
堂
急
な
れ
さ
も
内
面
に
漆
を

塗
れ
る
精
巧
な
る
品
書
形
石
棺
二
餌
を
安
置
す
。
下
っ
て
鬼
難
、

鬼
鰯
を
見
る
。
天
武
持
統
繭
帝
合
葬
陵
を
蓬
篤
し
、
前
方
後
縄
の

大
な
る
欽
朋
帝
陵
及
吉
備
姫
暴
挙
酵
母
に
詣
す
。
墓
前
に
嶽
鋼


